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沖
縄
は
い
ま
ど
う
な
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

辺
野
古
の
新
基
地
建
設
の
こ
と
、

オ
ー
ル
オ
キ
ナ
ワ
の
誕
生
の
こ
と
、

沖
縄
の
新
聞
は
偏
向
し
て
い
る
か

ラ
イ
ブ・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
っ
て

い
う
も
の
を
観
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
？

も
し
未
体
験
な
ら
、こ
の
機
会

に
是
非
と
も
観
て
下
さ
い
。簡
単
に

言
う
と
、画
家
が
、そ
の
日
の
気
分

あ
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
そ
の「
い
い
か
げ
ん
」

な
部
分
も
ふ
く
め
て
画
家
は
真
剣

勝
負
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
ん
で
す
。

普
段
は
ア
ト
リ
エ
で
孤
独
に
絵
を

描
く
画
家
が
、
見
物
人
を
前
に
し

牧
野
さ
ん
は
、
わ
が
湘
南
国
立

大
学
校〈
文
科
省
不
認
可
〉の
創
立

以
来
ご
協
力
下
さ
っ
て
い
る
行
動

す
る
画
家
で
す
。
当
大
学
校
の
校

章
は
牧
野
さ
ん
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

て
下
さ
い
ま
し
た
。

1
9
6
4
年
、北
九
州
生
ま
れ
。

多
摩
美
術
大
学
卒
。
美
術
同
人
誌

『
四
月
と
十
月
』の
同
人
で
す
が
、

こ
の
同
人
誌
は
、美
術
に
興
味
の
あ

る
人
に
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、そ
の

美
意
識
の
水
準
の
高
さ
に
圧
倒
さ

れ
て
フ
ァ
ン
に
な
る
方
も
大
勢
い

ま
す
。

群
よ
う
こ『
か
も
め
食
堂
』や
加

藤
陽
子『
そ
れ
で
も
日
本
人
は
戦
争

を
選
ん
だ
』な
ど
多
数
の
装
幀
を
手

が
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

ラ
イ
ブ・ペイ
ン
ティン
グ
の
参
加
申

込
先
は
0
8
0‐9
0
8
3
‐
3
0
9
5

／info@
shonankoku.jp

。
大
磯

町・妙
輪
寺
に
て
7
月
18
日（
土
）14

時
開
演
。参
加
費
1
5
0
0
円
。

て
描
く
と
い
う
こ
と
は
、自
ら
の
画

業
、
画
力
を
公
に
さ
ら
す
こ
と
な

ん
で
す
か
ら
。

見
物
人
の
私
た
ち
も
、
画
家
の

お
絵
描
き
に
参
加
し
な
が
ら
画
家

の
気
分
を
味
わ
う
ひ
と
と
き
で
す
。

を
感
じ
つ
つ
描
く
即
興
の
お
絵
描

き
な
ん
で
す
。

こ
う
書
く
と
、な
〜
ん
だ
、い
い

か
げ
ん
な
…
…
と
思
う
人
が
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。た
し
か
に
、お

そ
ら
く「
い
い
か
げ
ん
」な
部
分
も

ら
潰
し
て
し
ま
え
と
い
う
こ
と
が

公
然
と
、
公
党
の
勉
強
会
と
称
す

る
場
で
語
ら
れ
る
こ
と
な
ど
、い
ま

沖
縄
の
状
況
を
知
り
た
い
と
は
お

も
い
ま
せ
ん
か
。

安
保
法
制
議
論
の
中
心
で
も
あ

る
沖
縄
な
の
に
、わ
た
し
た
ち
の
頭

に
は
あ
ま
り
沖
縄
が
の
ぼ
っ
て
こ

な
い
よ
う
に
は
お
も
い
ま
せ
ん
か
。

夏
休
み
に
沖
縄
に
行
か
れ
る
人

た
ち
に
も
、沖
縄
の
イ
マ
を
考
え
て

も
ら
い
た
い
の
で
す
。

琉
球
新
報
東
京
支
社
報
道
部
長

の
島
洋
子
さ
ん
を
お
招
き
し
ま
す
。

受
講
料
は
1
0
0
0
円
。

琉
球
新
報
東
京
支
社

報
道
部
長
島
洋
子
さん
沖
縄
報
告
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あ
な
た
が
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
無
意
味
で
あ
る
が
、そ
れ
で
も
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

そ
う
し
た
こ
と
を
す
る
の
は
、世
界
を
変
え
る
た
め
で
は
な
く
、

世
界
に
よ
っ
て
自
分
が
変
え
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。

あ
る
人
物
は
そ
う
述
べ
ま
し
た
。ま
た
そ
の
人
は
、

生
は
死
か
ら
生
じ
る
。麦
が
芽
吹
く
た
め
に
は
、種
子
が
死
な
ね
ば
な
ら
な
い
。

と
も
述
べ
た
の
で
し
た
。こ
れ
ら
の
こ
と
ば
、つ
ま
り
こ
れ
ら
の
こ
と
ば
の
根
本
に
あ
る
考
え
、

そ
れ
ら
を
わ
た
し
た
ち
は
本
学
開
校
の「
こ
と
ば
」に
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

開校のことば

vol. ..................4

奴
隷
制
度
な
ん
て
も
の
は
と
ー

の
む
か
し
に
消
滅
し
て
い
る
、
と

考
え
る
人
が
ほ
と
ん
ど
だ
ろ
う
。

あ
る
い
は
、
奴
隷
制
度
な
ん
て
私

に
は
関
係
の
な
い
こ
と
と
思
っ
て

無
関
心
で
い
る
人
も
大
勢
い
る
に

違
い
な
い
。で
、私
は
奴
隷
な
ん
か

じ
ゃ
な
い
と
思
い
込
ん
で
い
る
人

も
い
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
う
だ
ろ
う
か
？

ジ
ュ
リ
ア
ス・レ
ス
タ
ー
の
書
い
た

『
奴
隷
と
は
』を
思
い
出
し
て
ペ
ー

ジ
を
め
く
っ
た
ら
、
こ
ん
な
文
に

出
会
っ
た
。「
人
間
が
奴
隷
に
さ
れ

う
る
二
つ
の
方
法
が
あ
る
。
ひ
と

つ
は
、力
に
よ
っ
て
だ
。〈
略
〉も
う

ひ
と
つ
は
、
主
人
が
し
て
も
ら
い

た
い
と
望
ん
で
い
る
と
お
り
の
こ

と
を
す
れ
ば
、
じ
ぶ
ん
の
利
益
に

は
一
番
か
な
う
の
だ
と
、
そ
う
考

え
る
よ
う
に
人
間
を
教
え
こ
む
こ

と
だ
。
…
…
」（
85
ペ
ー
ジ
）

レ
ス
タ
ー
に
他
意
は
な
い
ら
し

く
、
単
に
ア
メ
リ
カ
黒
人
た
ち
が

奴
隷
制
に
よ
っ
て
ど
れ
だ
け
悲
惨

な
暮
ら
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き

た
か
を
叙
述
し
た
の
だ
っ
た
。
も

ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
そ
れ
で
大
切
な

こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。
け
れ
ど

も
、
私
は
や
っ
ぱ
り
私
自
身
と
た

だ
い
ま
現
在
の
私
た
ち
の
状
況
を

考
え
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
。私
は
、

そ
し
て
あ
な
た
は
、
本
当
に
奴
隷

じ
ゃ
な
い
の
か
？　

と
。

さ
ら
に
興
味
の
あ
る
方
は
ボ
エ

シ
の『
自
発
的
隷
従
論
』（
ち
く
ま

学
芸
文
庫
）を
読
ま
れ
よ
。
問
題
の

核
心
は
い
っ
そ
う
明
白
に
な
る
だ

ろ
う
。 

（
わ
）

妄

校

言

長

3

...............
牧
野
伊
三
夫
さん
来
た
る
！

太
陽
を
の
む
画
家

沖
縄
の
い
ま
を
知
ろ
う
！

▲牧野伊三夫さん

百田氏発言をめぐる
沖縄2新聞社の共同抗議声明
百田尚樹氏の「沖縄の2つの新聞はつぶさないといけな

い」という発言は、政権の意に沿わない報道は許さないとい
う“言論弾圧”の発想そのものであり、民主主義の根幹であ
る表現の自由、報道の自由を否定する暴論にほかならない。
百田氏の発言は自由だが、政権与党である自民党の国
会議員が党本部で開いた会合の席上であり、むしろ出席
した議員側が沖縄の地元紙への批判を展開し、百田氏の
発言を引き出している。その経緯も含め、看過できるもの
ではない。 
さらに「（米軍普天間飛行場は）もともと田んぼの中にあっ
た。基地の周りに行けば商売になるということで人が住み
だした」とも述べた。戦前の宜野湾村役場は現在の滑走路
近くにあり、琉球王国以来、地域の中心地だった。沖縄の基
地問題をめぐる最たる誤解が自民党内で振りまかれたこと
は重大だ。その訂正も求めたい。 
戦後、沖縄の新聞は戦争に加担した新聞人の反省から出
発した。戦争につながるような報道は二度としないという
考えが、報道姿勢のベースにある。 
政府に批判的な報道は、権力監視の役割を担うメディア

にとって当然であり、批判的な報道ができる社会こそが健
全だと考える。にもかかわらず、批判的だからつぶすべきだ
――という短絡的な発想は極めて危険であり、沖縄の2つ
の新聞に限らず、いずれ全国のマスコミに向けられる恐れ
のある危険きわまりないものだと思う。沖縄タイムス・琉球
新報は、今後も言論の自由、表現の自由を弾圧するかのよ
うな動きには断固として反対する。 

2015年6月26日
沖縄タイムス編集局長・武富和彦
琉球新報編集局長・潮平芳和

緊急
企画

7月18日（土）大磯妙輪寺（天成会館）で
即興ライブ・ペインティング

妙輪寺

神奈川県中郡大磯町大磯1582
▶JR東海道線「大磯駅」より徒歩5分

大磯
駅

アクサ大磯
研修センター

ユニブール
大磯

NTT大磯
センター

東
海
道

妙輪寺

1

1

大磯
消防署前

略
歴
・
日
時
・
会
場
・
参
加
費

日
時
◉
8
月
1
日（
土
）午
後
2
時
／
場
所
◉
藤
沢
S
H
O
W 
H
A
L
L



Monday, July 13, 2015 Vol.4 2Kokkeishinbun

湘
南
国
立
大
学
校 

分
校
一
覧

（
2
0
1
5
年
7
月
11
日
現
在
）

D
ining

 C
afé N

IN
O

 

神
奈
川
県
中
郡
二
宮
町
二
宮
8
2
3
／
☎
0
4
6
3
‐
7
1‐
7
9
5
5

営
業
時
間
◉
11：
30
〜
18：
00（
平
日
）／
13：
00
〜
18：
00（
土
）／
定
休
日
◉
日
月
祭

カ
フ
ェ
ぶ
ら
っ
と 

神
奈
川
県
中
郡
大
磯
町
大
磯
1
2
3
0
‐
4
／
☎
0
4
6
3
‐
6
2
‐
0
0
2
0

営
業
時
間
◉
13：
00
〜
18：
00（
月
木
）／
12：
00
〜
18：
00（
火
金
）／
定
休
日
◉
水
土
日

和い

泉づ

常つ
ね（

老
舗
食
料
品
店
） 神
奈
川
県
中
郡
大
磯
町
大
磯
1
1
3
0
／
☎
0
4
6
3
‐
6
1‐
0
0
6
5

営
業
時
間
◉
9：
00
〜
19：
00
／
定
休
日
◉
月

マ
グ
ネ
ッ
ト（
カ
フ
ェ
） 

神
奈
川
県
中
郡
大
磯
町
大
磯
1
1
3
0
‐
2
F
／
☎
0
5
0
‐
1
1
6
8
‐

9
7
7
9
／
営
業
時
間
◉
9：
30
〜
19：
00
／
定
休
日
◉
月
第
1
第
3
火

ボ
タ
ン
カ
フ
ェ 

神
奈
川
県
平
塚
市
袖
ヶ
浜
17
‐
61
／
☎
0
7
0
‐
5
0
7
8
‐
6
6
7
8

営
業
時
間
◉
11：
00
〜
19：
00 

／
定
休
日
◉
水

オ
ヴ
ェ
ス
ト
イ
ゾ
ラ（
イ
タ
リ
ア
ン
） 

神
奈
川
県
平
塚
市
松
風
町
30
‐
16
／
☎
0
4
6
3
‐
2
1
‐

5
5
2
8
／
営
業
時
間
◉
11：
30
〜
15：
00（
ラ
ン
チ
）／
17：
30
〜
22：
00（
デ
ィ
ナ
ー
）／
定
休
日
◉
月

R
isto

ran
te la R

O
C

C
A

（
イ
タ
リ
ア
ン
） 神
奈
川
県
中
郡
二
宮
町
山
西
9
1
6
‐
1

☎
0
4
6
3
‐
2
6
‐
5
6
7
8
／
営
業
時
間
◉
11：
00
〜
14：
30（
ラ
ン
チ
）／
17：
30
〜
20：
30（
デ
ィ
ナ
ー
）

定
休
日
◉
水

カ
フ
ェ
パ
ン
セ 

神
奈
川
県
藤
沢
市
鵠
沼
橘
1‐
1‐
6
／
☎
0
4
6
6
‐
2
3
‐
5
0
0
9

営
業
時
間
◉
10：
00
〜
23：
00（
金
土
）／
10：
00
〜
21：
00（
月
日
祝
）／
定
休
日
◉
第
1
第
3
火

す
と
れ
ん
じ
ふ
る
う
つ（
ラ
イ
ヴ
ハ
ウ
ス
） 神
奈
川
県
中
郡
大
磯
町
東
小
磯
1
5
1

☎
0
4
6
3
‐
6
1‐
7
3
3
8

ビ
ー
ン
ズ
マ
ー
ト
オ
イ
コ
ス 

神
奈
川
県
中
郡
大
磯
町
大
磯
9
5
9
／
☎
0
4
6
3
‐
6
1
‐

6
8
1
6
／
営
業
時
間
◉
10：
00
〜
18：
30
／
定
休
日
◉
日

イ
ル
マ
ー
レ（
イ
タ
リ
ア
ン
） 神
奈
川
県
小
田
原
市
早
川
1
‐
11
‐
6 
P
O
R
T
 S
I
D
E
 K
‐Ⅱ
1
F

☎
0
4
6
5
‐
2
4
‐
1
5
1
0
／
営
業
時
間
◉
12：
00
〜
14：
00（
ラ
ン
チ
）

18：
00
〜
20：
30（
デ
ィ
ナ
ー・日
曜
は
19：
00
ご
入
店
ま
で
）／
定
休
日
◉
月（
祝
祭
日
営
業
翌
日
休
）

湘
南
国
立
大
学
校 

用
務
員 

大
募
集
！

湘
南
国
立
大
学
校
で
は
、用
務
員
と
い
う
名
の
応
援
団
を
募
集
し
て
い
ま
す
。報
酬
は
あ
り
ま
せ

ん
。仕
事
は
①
適
当
な
人
に
こ
の
大
学
校
の
存
在
を
し
ら
せ
て
い
た
だ
き「
応
援
し
て
い
ま
す
」

と
い
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
。②
ヒ
マ
な
と
き
に
大
学
校
の
ブ
ロ
グ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
の
ぞ
い

て
く
だ
さ
る
こ
と
。③
用
務
員
と
し
て
お
名
前
と
居
住
の
地
域
を
公
表
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

で
す
。以
上
の
件
、ご
了
承
願
え
ま
す
よ
う
な
ら
事
務
局
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

〈
用
務
員
一
覧
〉（
2
0
1
5
年
7
月
11
日
現
在
）

古
株
均（
東
京
都
文
京
区
）／
大
沢
ま
り（
東
京
都
江
東
区
）／
小
林
耐
子（
長
野
県
小
諸
市
）／

湯
川
新（
神
奈
川
県
藤
沢
市
）／
龍
昇（
東
京
都
新
宿
区
）／
伊
藤
裕
作（
東
京
都
新
宿
区
）／
鬼
久

保
昌
子（
長
野
県
佐
久
市
）／
相
良
治
子（
長
野
県
小
諸
市
）／
山
極
松
子（
長
野
県
小
諸
市
）／

田
中
た
ま
子（
長
野
県
小
諸
市
）／
小
松
登
美
子（
長
野
県
小
諸
市
）／
金
井
キ
ミ
江（
長
野
県

小
諸
市
）／
小
山
眞
一（
長
野
県
小
諸
市
）／
五
十
嵐
二
三
男（
長
野
県
小
諸
市
）／
塩
川
光
子

（
長
野
県
小
諸
市
）／
金
子
英
一（
長
野
県
小
諸
市
）／
平
木
美
智
子（
兵
庫
県
神
戸
市
）／
上
村

盛
人（
神
奈
川
県
中
郡
）／
桑
原
奈
穂
子（
東
京
都
世
田
谷
区
）／
鈴
木
美
里（
東
京
都
世
田
谷
区
）

／
常
石
登
志
子（
神
奈
川
県
横
浜
市
）／
二
宮
公
子（
神
奈
川
県
横
浜
市
）／
山
路
徹（
東
京
都
）

／
小
黒
太
郎（
神
奈
川
県
中
郡
）／
津
田
俊
吾（
神
奈
川
県
中
郡
）／
森
田
富
由（
神
奈
川
県
中
郡
）

／
竹
原
繁
男（
神
奈
川
県
中
郡
）／
南
修
郎（
鹿
児
島
県
奄
美
市
）／
伊
藤
昭
夫（
神
奈
川
県
横
浜

市
）／
横
山
民
代（
神
奈
川
県
藤
沢
市
）／
木
藤
彰
子（
神
奈
川
県
中
郡
）／
黒
川
敏
明（
神
奈
川

県
中
郡
）／
伊
藤
昭
夫（
神
奈
川
県
中
郡
）／
会
田
将
成（
静
岡
県
沼
津
市
）／
小
江
慎
二（
神
奈

川
県
中
郡
）／
加
賀
屋
幸
子（
神
奈
川
県
平
塚
市
）／
片
野
瑞
穂（
神
奈
川
県
中
郡
）／
加
藤
公
子

（
神
奈
川
県
中
郡
）／
か
と
う
え
い
こ（
神
奈
川
県
中
郡
）／
苅
谷
淳
子（
静
岡
県
沼
津
市
）／
熊

田
大
樹（
神
奈
川
県
川
崎
市
）／
小
橋
川
樹（
神
奈
川
県
平
塚
市
）／
佐
々
木
彩（
神
奈
川
県
平
塚

市
）／
島
崎
修
平（
神
奈
川
県
座
間
市
）／
高
折
柄
絵（
東
京
都
）／
高
橋
航（
東
京
都
八
王
子
市
）

／
た
な
か
な
こ（
神
奈
川
県
相
模
原
市
）／
刀
根
幸
恵（
千
葉
県
千
葉
市
）／
益
子
利
昭（
神
奈
川

県
中
郡
）／
安
廣
美
津
子（
神
奈
川
県
）／
矢
作
綾
平（
神
奈
川
県
横
浜
市
）／
髙
橋
茂
樹（
神
奈

川
県
藤
沢
市
）／
大
久
保
正
仁（
東
京
都
目
黒
区
）／
寺
山
由
美
子（
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
）／

望
月
純
子（
神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
）／
内
村
真
喜
子（
神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
）／
渡
辺
洋
嗣（
神
奈

川
県
横
浜
市
）／
野
内
康
次
郎（
東
京
都
練
馬
区
）／
明
石
誠（
東
京
都
練
馬
区
）／
橋
口
昇
平（
神

奈
川
県
横
浜
市
）／
浜
田
紘
平（
神
奈
川
県
横
浜
市
）／
谷
垣
和
男（
兵
庫
県
神
戸
市
）／
岩
崎
稔

（
東
京
都
江
東
区
）／
ヨ
コ
タ
ユ
ミ（
東
京
都
世
田
谷
区
）／
戸
井
誠（
神
奈
川
県
藤
沢
市
）／
木
村

真
奈
美（
神
奈
川
県
大
和
市
）／
佐
々
木
正
人（
神
奈
川
県
藤
沢
市
）／
鍵
和
田
明
子（
神
奈
川
県

茅
ヶ
崎
市
）／
水
村
み
の
り（
神
奈
川
県
相
模
原
市
）／
平
岡
茂
富
美（
神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
）／

黒
川
朝
子（
神
奈
川
県
藤
沢
市
）／
ム
カ
ワ
メ
グ
ミ（
神
奈
川
県
鎌
倉
市
）／
小
笠
原
陶
子（
神

奈
川
県
中
郡
）／
小
藤
晃（
神
奈
川
県
藤
沢
市
）／
宮
脇
裕
正（
神
奈
川
県
寒
川
町
）／
坂
下
雅
俊

（
神
奈
川
県
藤
沢
市
）／
関
口
和
宏（
神
奈
川
県
藤
沢
市
）

小
雨
が
降
る
中
、
カ
ト
リ
ッ
ク

藤
沢
教
会
大
聖
堂
で
行
わ
れ
た
元

経
産
官
僚・古
賀
茂
明
さ
ん
の
講
演

会
に
3
5
0
名
余
の
聴
衆
が
参
加
。

こ
れ
は
湘
南
国
立
大
学
校
発
足
以

来
最
高
の
参
加
人
数
だ
っ
た
。

古
賀
さ
ん
は
、
持
論
で
あ
る
政

「
音
の
不
思
議
、
音
楽
の
謎
」と

銘
打
っ
た
サ
ッ
ク
ス
奏
者・田
野
城

寿
男
さ
ん
の
講
義
が
、い
よ
い
よ
最

終
回
を
迎
え
ま
す
。
全
4
回
の
講

義
の
う
ち
の
3
回
で
、
音
楽
に
隠

さ
れ
て
い
る
政
治
や
利
権
、お
金
の

秘
密
に
迫
っ
た
田
野
城
さ
ん
で
す

が
、
最
終
回
の
話
は
ど
こ
に
飛
ぶ

の
で
し
ょ
う
か
。お
問
合
わ
せ・お

申
込
み
先
は
0
8
0
‐9
0
8
3
‐

3
0
9
5
。受
講
料
1
5
0
0
円
。

滑
稽
新
聞
v
o
l・3
に
掲
載
し

父
14
代
の
三
回
忌（
6
月
15
日
）を

無
事
終
え
た
第
15
代
酒
井
田
柿
右

衛
門
さ
ん
が
、
聴
衆
を
前
に
は
じ

め
て
講
義
を
行
っ
た
。

柿
右
衛
門
窯
の
歴
史
、
そ
の
技

術
か
ら
は
じ
ま
っ
て
、第
12
代
、第

13
代
、第
14
代
の
人
と
な
り
な
ど
、

普
段
は
な
か
な
か
聴
く
こ
と
の
で

き
な
い〝
秘
話
〞も
ま
じ
え
な
が
ら

の
2
時
間
。
そ
の
人
柄
に
惚
れ
込

ん
だ
人
か
ら
は
、次
回
来
湘
の
誘
い

も
あ
っ
た
り
。終
了
後
は
、小
田
原

漁
港
に
あ
る
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト

ラ
ン
、イ
ル
マ
ー
レ
へ
。

イ
ル
マ
ー
レ
で
は
15
代
柿
右
衛

門
作
の
皿・濁
手
で
料
理
が
提
供
さ

れ
た
。

今
後
、イ
ル
マ
ー
レ
で
は
、柿
右

衛
門
窯
提
供
の
皿
で
料
理
を
い
た

だ
く
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

お
問
合
わ
せ
は
0
4
6
5
‐2
4
‐

1
5
1
0
へ
。

た
講
義
録
の
続
き
は
、
今
回
は
休

載
し
ま
す
。楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た

読
者
の
み
な
さ
ん
に
は
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

治
集
団
の
新
た
な
展
開
が
必
要
だ

と
呼
び
か
け
た
。「
改
革
は
す
る
け

れ
ど
戦
争
は
し
な
い
」政
治
の
実
践

が
な
い
か
ぎ
り
、こ
の
日
本
に
は
希

望
が
な
い
の
で
は
な
い
か
。い
ま
の

ま
ま
だ
と
、日
本
は「
戦
争
が
で
き

る
国
」か
ら「
戦
争
を
し
な
け
れ
ば

生
き
て
い
け
な
い
国
」へ
と
変
貌
し

て
し
ま
う
、と
も
訴
え
た
。

世
間
を
驚
か
せ
た『
報
道
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
』の
問
題
に
も
触
れ
、今
日

の
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
が
ど
れ
ほ
ど

の
病
巣
を
か
か
え
て
い
る
か
に
つ

い
て
も
具
体
的
に
語
っ
た
。
安
倍

政
権
に
な
っ
て
以
来
、
報
道
機
関

に
対
し
て
い
ろ
い
ろ
な
介
入
や
圧

力
が
か
か
っ
て
い
る
と
も
。

古
賀
さ
ん
の
講
演
会
が
終
わ
っ

て
間
も
な
く
、
自
民
党
若
手
議
員

に
よ
る「
勉
強
会
」で
の
言
行
を
見

れ
ば
、自
民・公
明
の
政
治
勢
力
が

こ
の
国
を
ど
こ
へ
連
れ
て
行
こ
う

と
し
て
い
る
か
が
い
よ
い
よ
明
白

に
な
っ
て
き
た
と
も
言
え
る
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。

「
他
の
人
と
共
有
で
き
る
理
念
、

他
の
人
に
一
目
置
か
れ
る
よ
う
な

参
加
者
の
声
の
一
部
を
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
く
。「
有
意
義
な
講

演
会
だ
っ
た
。
日
本
の
現
状
と
未

来
に
つ
い
て
大
い
に
考
え
さ
せ
ら

れ
た
」「
古
賀
さ
ん
の
熱
意
あ
ふ
れ

る
講
義
に
感
謝
申
し
上
げ
る
」「
気

分
が
良
く
な
っ
た
。
み
ん
な
で
I 

a
m 

n
o
t 

A
be
!
と
言
わ
な
い

と
！
」「
古
賀
さ
ん
の
お
話
は
大
変

分
か
り
や
す
く
時
間
が
あ
っ
と
い

う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。
自
分

は
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
考
え
さ
せ
ら
れ
た
」「
と
て
も
勉

強
に
な
っ
た
。
見
え
な
か
っ
た
こ

と
が
見
え
た
気
が
す
る
」「
報
道
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
見
て
い
た
。そ
の
と

き
の
問
題
を
今
日
の
講
義
で
全
て

理
解
し
た
」「
肝
心
な
こ
と
は
マ
ス

コ
ミ
に
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
と

て
も
よ
く
分
か
っ
た
」「
興
味
深
い

話
だ
っ
た
。
紙
に
も
電
波
に
も
載

せ
ら
れ
な
い
話
は
、
こ
の
よ
う
な

機
会
で
も
な
い
と
知
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
痛
感
し
た
」…
…

理
念
」の
政
治
が
必
要
だ
と
訴
え
る

古
賀
さ
ん
の
話
に
、
多
く
の
聴
衆

が
共
鳴
、共
感
し
た
こ
の
日
の
講
演

会
だ
っ
た
が
、古
賀
さ
ん
の
フ
ァ
ン

も
多
く
、
会
終
了
後
に
は
持
参
し

た
氏
の
著
作
に
サ
イ
ン
を
求
め
て

行
列
も
で
き
た
。
古
賀
さ
ん
は
ひ

と
り
ひ
と
り
と
握
手
し
、
丁
寧
に

応
待
し
て
い
た
。

▲田野城寿男さん

サ
ッ
ク
ス

奏
者

田
野
城
寿
男
さん
の
最
終
講
義

大
好
評
　
満
員
札
止
め
！ 

御
礼

決
意
を

語
る

第
15
代
酒
井
田
柿
右
衛
門
さん

▲第15代酒井田柿右衛門さん

古
賀
茂
明
さん
講
演
会
終
了

元
経
産

官
僚 聴

衆
3
5
0
名
余
が
つ
め
か
け
大
盛
況
！

▲古賀茂明さん

参
加
者
の
声
か
ら

藤
沢
S
H
O
W 

H
A
L
L
で

7
月
26
日（
日
）14
時


